
　　　　

2025 年 1 月 10 日

児童発達支援 9 時 30 分から 15 時 30 分まで

17 時 30 分まで

9 時 30分 15 時 30 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
私たち国立病院機構は国民一人ひとりの健康と我が国の医療の向上のためにたゆまぬ意識改革を行い、健全な経営のもとに患者の目線に立って懇切丁寧に医療を提供し質の高い臨床研究、
教育研修の推進につとめます。

事業所名 国立病院機構西新潟中央病院「あかしあ」 作成日支援プログラム（参考様式）

・日々の療育活動では、五感に働きかけること、季節の変化を意識した活動を行います。
　エアートランポリン、パラシュート、スヌーズレン、ボールプール、ミュージカルポジショニングクッション、音楽活動、制作活動、ゲーム要素を取り入れた活動、読み聞かせ、
　散歩、外気浴など。

・利用者個々のコミュニケーション方法に応じた関わりを行います。
・視覚障害の方には、周囲の状況を伝えるなどで安心して過ごしてもらえるように努めます。

・療育活動や行事などを通して他利用者や職員と関わる中で自己理解、他者理解が深めるよう支援します。利用者の意思を尊重した関わり、活動の提供に努めます。
・「利用者ができること」、「スタッフが支援すること」を明確にして利用者の自立を支援します。
・同年代の方と交流が図れるよう支援します。

支援方針
児童が充実した日常生活または社会生活及び療育を営むことができるよう、入浴、排泄及び食事の介護、創作的活動、訓練の機会を提供し、地域における日々の生活の充実と家族介護の軽
減を支援します。

営業時間 送迎実施の有無 あり　　　　　なし
放課後等

デイサービス
から

授業終了後

主な行事等
・お花見　・七夕　・秋祭り　・流しそうめん　・秋祭り　・ハロウィン　・クリスマス会
・獅子舞　・書初め　・福笑い　・駒回し　・節分　・誕生会　・卒園式　・七五三など。

（別添資料１）

家族支援
・発達状況や障害特性についての相談援助。
・守る会主催「保護者の集い」への出席。

移行支援 ・他障害福祉サービス事業所、特別支援学校との情報共有。

地域支援・地域連携
・相談支援専門員との連携（モニタリング、関係者会議）
・「新潟市障がい者地域自立支援協議会」「新潟市西区障がい者地域自立支
　援協議会」「新潟県重症児者支援連絡会」「重心フォーラム」への出席。

職員の質の向上

・医療安全研修、感染対策研修、虐待防止研修、身体拘束適正化研修、
　情報セキュリティ研修、倫理研修、メンタルヘルス研修、その他、国
　立病院機構本部主催の研修を受講。
・サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者研修を受講。

支　援　内　容

・健康状態の把握（診察、検温、服薬、体重測定、栄養注入、発作時の対応、呼吸器管理、皮膚状態の観察・処置、吸引、排痰、酸素吸入、体位交換）
・日常生活支援（食事支援、排泄支援、入浴支援）
・食形態、食事姿勢の評価、給食の提供。
・入浴、清拭の実施。
・環境整備（ベッド・フロアマット・浴室の清潔保持、感染症対策、室温・湿度の調整）
・利用中に体調の変化が見られた場合には、医師・保護者へ報告するなど適切な対処を行う。

・フロア上での良肢位によるポジショニング。
・理学療法士による身体状況の評価。本

人
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